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「
お
月
見
カ
フ
ェ
」＆「
お
月
見

ど
ろ
ぼ
う
と
絵
本
読
み
き
か
せ
」

の
会
が
９
月
17
日
（
土
）、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
を
含
む
総
勢
93

名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
は
あ
い
に
く

曇
り一時
雨
、
お
月
見
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
お
月
見
ど
ろ
ぼ

う
、
絵
本
の
読
み
き
か
せ
・
紙

芝
居
、
抹
茶
の
お
点
前
、
太
極

拳
演
武
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

藤
井　

純
彦
様　
（
亡
母
）

　

廣
田　

頼
美
様　
（
亡
父
）

　

岡
田　

康
子
様　
（
亡
夫
）

　

北
田　

勝
信
様　
（
亡
母
）

　

北
田　

正
次
様　
（
亡
妻
）

　

貝
畑
真
寿
恵
様　
（
亡
夫
）

門
田
楽
寿
会
へ

　

藤
井　

純
彦
様　
（
亡
母
）

　

貝
畑
真
寿
恵
様　
（
亡
夫
）

西
方
楽
寿
会
へ

　

北
田　

正
次
様　
（
亡
妻
）
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










紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

１
月
11
日…

と
ん
ど
集
会

３
月
19
日…

（
予
定
）

　

大
谷
三
十
三
観
音
巡
り

自
治
会
女
性
部　

部
長　

三
嶋
博
子
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ホ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ　

鳥
越
愛
子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

受
付…

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
ま
で

☎
６
２-

２
２
０
２ 

公
民
館
分
室

お
月
見
カ
フ
ェ
開
催
さ
れ
る

か
ら
も
ま
す
ま
す

お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈

り
致
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
前
日

か
ら
の
準
備
も
併

せ
、
地
域
の
皆
様
、

役
員
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
祝
辞
を

頂
い
た
後
、
谷
許
佐
智
子
校
長

の
音
頭
に
よ
り
お
神
酒
で
乾
杯

を
し
ま
し
た
。
演
芸
は
小
学
一

年
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
と
朗
読
劇
、

幼
稚
園
児
に
よ
る
歌
と
踊
り
、

手
渡
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
皆

さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
花
柳
流
宝
扇
会
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
花
柳
喜
大
宝

（
木
内
都
）
さ
ん
と
県
主
小
学

校
２
年
森
本
舞
香
さ
ん
に
舞
踊

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
二
人
の
舞
踊
を

う
っ
と
り
と
見
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
北
田
雅
之
社

会
福
祉
協
議
会
長
の
挨
拶
で
敬

老
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

敬
老
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

　

本
年
度
の
県
主
地
区
敬
老
会

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
11

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者

２
５
０
名
の
う
ち
48
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
本
宮

司
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

３
名
の
か
わ
い
い
子
ど
も
巫
女

舞
、
玉
串
の
奉
納
の
後
、
敬
老

者
の
記
念
写
真
の
撮
影
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
会
は
岡
田
信
明
自
治
連
合

協
議
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
に
井
原
市
よ
り
敬

老
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
の
米
寿
の
敬
老

祝
い
金
の
対
象
者
は
７
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
ご
在
宅
の
最
高
齢

者
賞
は
、
２
部
の
渡
邊
栄
一
様

（
96
歳
）
で
記
念
の
盾
が
贈
ら

県
主
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

社
協　

藤
井　

護

県
主
地
区 
敬
老
会

第13号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会

　

県
主
地
区
社
協
で
は
、
８
月

１
日
（
月
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
県
主
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
お
年
寄
り
」「
障

害
者
」「
母
子
・
父
子
家
庭
」
等

の
方
々
が
、
日
常
生
活
で
困
って
い

る
時
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
有
償

た
す
け
あ
い
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

県
主
地
区
住
民
の
手
で
、
困
っ

て
い
る
人
の
生
活
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
も
の
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
庭
の
草
取
り
」

「
ゴ
ミ
出
し
」「
部
屋
の
掃
除
」「
話

し
相
手
」「
蛍
光
灯
の
交
換
」「
子

育
て
支
援
」
な
ど
に
対
応
い
た
し

ま
す
。

　

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
、
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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第
41
回
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り

る
車
に
対
し
、
陸
運
局
等
で

車
検
証
に
「
自
主
防
犯
活
動

用
車
両
」
の
記
載
後
、
市
役

所
に
活
動
補
助
金
を
申
請
、

交
付
を
受
け
車
両
装
備
品
を

購
入
し
た
後
活
動
開
始
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
19
名
の
受
講
者

と
19
台
の
車
両
を
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
団
体
と
し

て
登
録
し
、
陸
運
局
等
へ
の

申
請
の
準
備
中
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
順
調
に
手
続

き
が
進
め
ば
、
平
成
29
年
２

月
頃
に
活
動
開
始
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
「
地
域
の
安
全
は
、
地
域

か
ら
‼
」
皆
さ
ん
も
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
は

随
時
募
集
中
で
す
。

　

地
域
全
体
で
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
住
民
の
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
市
内

で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
こ

の
県
主
地
区
に
も
「
県
の
里

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

会
」
の
名
称
で
、
９
月
16
日

会
員
21
名
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

実
際
に
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
と
し
て
活
動
す
る

に
は
、
ま
ず
井
原
市
か
ら
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し

て
の
委
嘱
を
受
け
、
岡
山
県

公
安
委
員
会
が
実
施
す
る
講

習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
受
講
後
、
岡
山
県

警
察
本
部
長
名
で
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
団
体
と
し

て
の
証
明
を
受
け
、
活
動
す

　

で
ん
ち
ゅ
う
く
ん
や
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
の
協
力
も
あ
り
ハ
ウ

ス
祭
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
祭
り
開
催
に
向
け
、

準
備
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
作

品
を
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

次
年
度
も
更
に
ハ
ウ
ス
祭
り
が

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
41
回
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り
が

申
し
分
の
な
い
天
候
に
恵
ま
れ

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
今

ま
で
と
趣
向
を
変
え
荏
原
の
早

雲
太
鼓
で
景
気
よ
く
始
ま
り
ま

し
た
。

　

各
種
団
体
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
テ
ン
ト
村
で
は
、
お
互
い
が

楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
ま
し

た
。

　

一
方
、
体
育
館
で
は
公
民
館

活
動
や
個
人
で
制
作
さ
れ
た
力

作
が
数
多
く
展
示
さ
れ
作
品
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
芸
能
大
会
で
は
、

幼
稚
園
児
の
歌
や
踊
り
、
６
年

生
の
朗
読
、
太
極
拳
サ
ー
ク
ル

に
よ
る
演
武
、
井
原
高
校
生
の

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
鳥
羽
踊
り
や
神

楽
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
に

会
場
に
お
越
し
の
皆
様
に
も
充

分
楽
し
ん
で
頂
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

文
化
部
長　

尾
山
立
志

事
務
局　

蔵
本
哲
治
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★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
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★
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★
★
★
★
★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★

展示
作品
展示
作品

　

12
月
１
日
付
で
、
民
生
・
児

童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
廣
田
文
子
さ
ん
、
岡
田
廣

康
さ
ん
、池
田
知
子
さ
ん
が
退
任
、

尾
山
玲
子
さ
ん
、
藤
井
成
夫
さ

ん
、
三
嶋
佐
織
さ
ん
が
新
任
さ

れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ
ま
し
た

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
新
体
制
で
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気
付

き
の
こ
と
、
悩
み
ご
と
、
相
談

し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
担
当
地
区
に
か
か
わ
ら
ず

お
気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
、

ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

民
生
・
児
童
委
員

地
区
会
長

鳥
越　

愛
子

７
・
８
部
担
当

民
生
・
児
童
委
員

北
田　

伸
子

３
・
９
・　
・　

部
担
当

民
生
・
児
童
委
員

尾
山　

玲
子

４
・
５
・
６
部
担
当

民
生
・
児
童
委
員

藤
井　

成
夫

１
・
２
部
担
当

主
任
児
童
委
員

蔵
本　

久
美

県
主
全
域
担
当

主
任
児
童
委
員

三
嶋　

佐
織

県
主
全
域
担
当

民
生
・
児
童
委
員
地
区
会
長　
　

鳥
越
愛
子

県
主
地
区

民
生
委
員
改
選
さ
れ
る

県
主
地
区

民
生
委
員
改
選
さ
れ
る

10
11

第
41
回
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り

青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
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第
41
回
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り

る
車
に
対
し
、
陸
運
局
等
で

車
検
証
に
「
自
主
防
犯
活
動

用
車
両
」
の
記
載
後
、
市
役

所
に
活
動
補
助
金
を
申
請
、

交
付
を
受
け
車
両
装
備
品
を

購
入
し
た
後
活
動
開
始
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
は
、
19
名
の
受
講
者

と
19
台
の
車
両
を
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
団
体
と
し

て
登
録
し
、
陸
運
局
等
へ
の

申
請
の
準
備
中
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
順
調
に
手
続

き
が
進
め
ば
、
平
成
29
年
２

月
頃
に
活
動
開
始
と
な
る
見

込
み
で
す
。

　
「
地
域
の
安
全
は
、
地
域

か
ら
‼
」
皆
さ
ん
も
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
。
会
員
は

随
時
募
集
中
で
す
。

　

地
域
全
体
で
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
住
民
の
方
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
市
内

で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
青
色

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
、
こ

の
県
主
地
区
に
も
「
県
の
里

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

会
」
の
名
称
で
、
９
月
16
日

会
員
21
名
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

実
際
に
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
と
し
て
活
動
す
る

に
は
、
ま
ず
井
原
市
か
ら
青

色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し

て
の
委
嘱
を
受
け
、
岡
山
県

公
安
委
員
会
が
実
施
す
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講

習
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講
し
な
け
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な
り
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ん
。
受
講
後
、
岡
山
県

警
察
本
部
長
名
で
自
主
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
団
体
と
し

て
の
証
明
を
受
け
、
活
動
す

　

で
ん
ち
ゅ
う
く
ん
や
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
の
協
力
も
あ
り
ハ
ウ

ス
祭
り
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
祭
り
開
催
に
向
け
、

準
備
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
作

品
を
出
展
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、

次
年
度
も
更
に
ハ
ウ
ス
祭
り
が

盛
大
に
開
催
で
き
ま
す
よ
う
に

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

第
41
回
県
主
ハ
ウ
ス
祭
り
が

申
し
分
の
な
い
天
候
に
恵
ま
れ

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
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は
今

ま
で
と
趣
向
を
変
え
荏
原
の
早

雲
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鼓
で
景
気
よ
く
始
ま
り
ま

し
た
。

　

各
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団
体
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
テ
ン
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村
で
は
、
お
互
い
が

楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
人
た
ち

と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
ま
し

た
。
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、
体
育
館
で
は
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で
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作
さ
れ
た
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作
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数
多
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展
示
さ
れ
作
品
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素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
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踊
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、
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生
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、
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極
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ー
ク
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に
よ
る
演
武
、
井
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校
生
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書
道
パ
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ォ
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マ
ン
ス
、
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ど
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た
ち
に
よ
る
鳥
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踊
り
や
神
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盛
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だ
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さ
ん
の
内
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に
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場
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お
越
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皆
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分
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た
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思
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さ
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と
も
っ
と
も
っ
と
賞
の
数
を
増

や
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
者
の
も
と
に
帰
っ
た
か
か
し

た
ち
は
地
元
に
立
っ
て
通
る
人

に
癒
し
を
与
え
た
り
、
鳥
や
獣

を
追
い
払
う
本
来
の
仕
事
に
携

わ
っ
た
り
、
今
で
も
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
開
催
ま
で
に

は
色
々
と
大
変
な
事
も
あ
り
ま

す
が
、
皆
様
の
喜
ん
で
く
だ
さ

る
顔
や
声
を
励
み
に
今
後
も
続

け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
力
添

え
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

を
10
月
23
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

祭
り
と
し
て
は
３
回
目
で
す
が

ま
だ
ま
だ
手
探
り
状
態
の
中
、

多
く
の
方
々
の
協
力
の
も
と
来

場
者
も
多
く
盛
大
に
行
え
た
こ

と
は
感
謝
の
一
言
で
す
。
釜
戸

で
炊
い
た
御
飯
を
美
味
し
そ
う

に
ほ
う
ば
る
子
ど
も
た
ち
、
サ

ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
表
彰

式
に
参
加
し
、
か
か
し
と
一
緒

に
満
面
の
笑
み
で
の
写
真
撮
影

は
素
敵
で
し
た
。
入
賞
作
品
は

一
般
の
部
９
点
、
今
年
も
福
山

ゴ
ム
様
の
ご
好
意
で
福
山
ゴ
ム

賞
４
点
、
か
い
君
特
別
賞
（
子

ど
も
の
部
）
５
点
の
合
計
18
点

で
し
た
。
沢
山
の
力
作
を
見
る

な
が
ら
作
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ど
は
ビ
デ
オ
に
残
し
て
お
き
た

い
ほ
ど
微
笑
ま
し
か
っ
た
！
と

い
う
声
も
聞
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
「
農
業
」
に
沿
っ
て

物
語
の
あ
る
も
の
、
会
話
の
あ

る
も
の
、
願
い
の
あ
る
も
の
と

そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
ふ
れ
る
工
夫

い
っ
ぱ
い
の
作
品
ば
か
り
で
し

た
。

　

期
間
中
、
会
場
に
停
ま
っ
て

い
る
車
の
数
が
、
今
年
も
成
功

で
す
よ
！
と
語
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

何
度
か
台
風
の
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
、
50
日
間
風
雨
に
耐

え
た
か
か
し
た
ち
が
作
者
の
も

と
に
帰
る
日
「
か
か
し
祭
り
」

　

こ
こ
県
主
に
広
が
る
美
し
い

田
園
風
景
の
中
心
に
今
年
も
79

組
の
か
か
し
が
並
び
ま
し
た
。

第
４
回
目
の
か
か
し
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。

　

一
面
緑
の
中
に
並
ぶ
か
か
し

た
ち
は
毎
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

続
け
て
い
ま
す
。
今
年
も
介
護

施
設
や
サ
ロ
ン
か
ら
の
応
募
も

増
え
、
施
設
で
は
利
用
者
さ
ん

と
一
緒
に
思
い
出
話
を
も
と
に

工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
の
制
作

は
本
当
に
充
実
し
た
時
間
で
し

た
と
い
う
声
、
サ
ロ
ン
か
ら
は
、

制
作
中
本
当
に
楽
し
か
っ
た
！

普
段
の
生
活
で
あ
ま
り
会
話
を

す
る
こ
と
が
少
な
い
お
年
寄
り

の
方
が
、
か
か
し
に
語
り
か
け

さくらデイサービス子守唄の里高屋

大谷サロンみのり会

小田川荘

サントピア

かかしコンテスト受賞者かかしコンテスト受賞者
コンテスト受賞者（一般の部）

県の里まちづくり推進協議会
うつくしい里部会長　蔵本久美

第4回
かかしコンテスト開催

第3回
かかしまつり開催

福山ゴム賞（福山ゴム工業株式会社）

かいくん特別賞（子どもの部）

松本蒼士（そうし）さん 松本華果（はるあ）さん 岡本高明さん 森谷璃央（りお）さん 岡田哩空（りく） さん

青野いきいきサロンたんぽぽの会 三宅賢太郎さん 佐藤和代さん

森下美佐恵さん 偕楽園 ケアハウスきのこセイモン

西田豊治さん きのこ老人保健施設 サントピア

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

佳作 佳作 佳作

佳作 佳作 特別賞

かかし
祭り

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

佳作 佳作 佳作

佳作 佳作 特別賞
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西田豊治さん きのこ老人保健施設 サントピア

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

佳作 佳作 佳作

佳作 佳作 特別賞

かかし
祭り

最優秀賞 優秀賞 優秀賞

佳作 佳作 佳作

佳作 佳作 特別賞
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「
お
月
見
カ
フ
ェ
」＆「
お
月
見

ど
ろ
ぼ
う
と
絵
本
読
み
き
か
せ
」

の
会
が
９
月
17
日
（
土
）、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
を
含
む
総
勢
93

名
の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
は
あ
い
に
く

曇
り一時
雨
、
お
月
見
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
お
月
見
ど
ろ
ぼ

う
、
絵
本
の
読
み
き
か
せ
・
紙

芝
居
、
抹
茶
の
お
点
前
、
太
極

拳
演
武
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

藤
井　

純
彦
様　
（
亡
母
）

　

廣
田　

頼
美
様　
（
亡
父
）

　

岡
田　

康
子
様　
（
亡
夫
）

　

北
田　

勝
信
様　
（
亡
母
）

　

北
田　

正
次
様　
（
亡
妻
）

　

貝
畑
真
寿
恵
様　
（
亡
夫
）

門
田
楽
寿
会
へ

　

藤
井　

純
彦
様　
（
亡
母
）

　

貝
畑
真
寿
恵
様　
（
亡
夫
）

西
方
楽
寿
会
へ

　

北
田　

正
次
様　
（
亡
妻
）






























紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

１
月
３
日…

新
年
互
礼
会

１
月
11
日…

と
ん
ど
集
会

３
月
19
日…

（
予
定
）

　

大
谷
三
十
三
観
音
巡
り

自
治
会
女
性
部　

部
長　

三
嶋
博
子





ホ
ッ
ト
・
カ
フ
ェ　

鳥
越
愛
子

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

受
付…
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
ま
で

☎
６
２-

２
２
０
２ 
公
民
館
分
室

お
月
見
カ
フ
ェ
開
催
さ
れ
る

か
ら
も
ま
す
ま
す

お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
祈

り
致
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
前
日

か
ら
の
準
備
も
併

せ
、
地
域
の
皆
様
、

役
員
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

れ
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
祝
辞
を

頂
い
た
後
、
谷
許
佐
智
子
校
長

の
音
頭
に
よ
り
お
神
酒
で
乾
杯

を
し
ま
し
た
。
演
芸
は
小
学
一

年
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
と
朗
読
劇
、

幼
稚
園
児
に
よ
る
歌
と
踊
り
、

手
渡
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
皆

さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。
次
に
花
柳
流
宝
扇
会
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
花
柳
喜
大
宝

（
木
内
都
）
さ
ん
と
県
主
小
学

校
２
年
森
本
舞
香
さ
ん
に
舞
踊

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
二
人
の
舞
踊
を

う
っ
と
り
と
見
入
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
北
田
雅
之
社

会
福
祉
協
議
会
長
の
挨
拶
で
敬

老
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

敬
老
者
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

　

本
年
度
の
県
主
地
区
敬
老
会

は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
11

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
象
者

２
５
０
名
の
う
ち
48
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
本
宮

司
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、

３
名
の
か
わ
い
い
子
ど
も
巫
女

舞
、
玉
串
の
奉
納
の
後
、
敬
老

者
の
記
念
写
真
の
撮
影
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
会
は
岡
田
信
明
自
治
連
合

協
議
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
に
井
原
市
よ
り
敬

老
者
全
員
に
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
の
米
寿
の
敬
老

祝
い
金
の
対
象
者
は
７
名
お
ら

れ
ま
し
た
。
ご
在
宅
の
最
高
齢

者
賞
は
、
２
部
の
渡
邊
栄
一
様

（
96
歳
）
で
記
念
の
盾
が
贈
ら

県
主
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設

社
協　

藤
井　

護

県
主
地
区 

敬
老
会

第13号

発　行　
県の里まちづくり推進協議会
県主地区自治連合協議会
県　主　公　民　館
県主地区社会福祉協議会

　

県
主
地
区
社
協
で
は
、
８
月

１
日
（
月
）
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
県
主
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
お
年
寄
り
」「
障

害
者
」「
母
子
・
父
子
家
庭
」
等

の
方
々
が
、
日
常
生
活
で
困
って
い

る
時
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
有
償

た
す
け
あ
い
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

県
主
地
区
住
民
の
手
で
、
困
っ

て
い
る
人
の
生
活
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す

る
も
の
で
す
。

　

活
動
内
容
は
、「
庭
の
草
取
り
」

「
ゴ
ミ
出
し
」「
部
屋
の
掃
除
」「
話

し
相
手
」「
蛍
光
灯
の
交
換
」「
子

育
て
支
援
」
な
ど
に
対
応
い
た
し

ま
す
。

　

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
方
は

ぜ
ひ
、
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。


